第14回日本熱電学会学術講演会（TSJ2017）講演募集
(Annual Meeting of the Thermoelectrics Society of Japan 2017)

　平成29年9月11日（月）〜13日（水）の日程で，第14回日本熱電学会学術講演会（TSJ2017）を大阪大学豊中キャンパス（〒560-0043大阪府豊中市待兼山町 1）にて開催致します．
下記要領により講演を募集いたしますので、熱電変換科学・技術の発展・普及のため、積極的にご応募いただきたくお願い申し上げます。

記

	1．
	開催日時
	：
	平成29年9月11日（月）〜13日（水）


	2．
	開催場所
	：
	大阪大学豊中キャンパス
〒560-0043大阪府豊中市待兼山町 1
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/toyonaka/toyonaka.html

	3．
	講演形式
	：
	口頭発表、ポスター発表


	4．
	申込締切
	：
	平成29年7月1日（土）正午　期日厳守


	5．
	申込方法
	：
	熱電学会ホームページ（http://www.thermoelectrics.jp）の講演申込欄にて講演の申込みを行って下さい。

	6．
	予稿原稿締切
	：
	平成29年7月22日（土）正午　期日厳守


	7．
	予稿作成要領
	：
	予稿フォーマット（別紙②）を参考に予稿を作成してください。１講演１ページとして、目的、方法、結果を明記し、論文としての形式を整えてください。PDF形式に変換の上、熱電学会ホームページ（http://www.thermoelectrics.jp）の予稿提出欄にて予稿をご提出下さい。

	8．
	論文誌への投稿
	：
	講演後、日本熱電学会の公式JournalであるMaterials Transactions（英文誌）への論文としての投稿を推奨します。

	9．
	講演資格
	：
	講演者は原則「本会会員」であること。ただし、講演時までに会員登録される場合は申込を受け付けます。


	10．
	申込先およびお問い合わせ先　：
日本熱電学会講演会委員会事務局（学会事務局と異なりますのでご注意ください。）
〒468－8511　愛知県名古屋市天白区久方2-12-1
豊田工業大学　竹内恒博（たけうち つねひろ）
電話：052-809-1806、ＦＡＸ：052-809-1838
E-mail：t_takeuchi@toyota-ti.ac.jp


 


発表題目（明朝体，16 p，センター合わせ，複数行可）
英文題目（Century，14 p，センター合わせ，複数行可）
（1行あける）
発表者氏名1，○発表者氏名2，発表者氏名3,* （明朝体，10.5p，センター合わせ，複数行可，発表者の名前の前に○印，責任著者の名前の右肩に※印）
（1行あける）
1所属，住所（明朝体，10.5 ｐ，センター合わせ，複数行可）
2所属，住所（明朝体，10.5 ｐ，センター合わせ，複数行可）
3所属，住所（明朝体，10.5 ｐ，センター合わせ，複数行可）
* E-mail : xxx@xxx.xxx.xxx.jp（Century，10.5ｐ，センター合わせ，電子メールアドレス）
（1行あける）

緒言（明朝体，10.5 p，ボールド）
（本文は，明朝体，10.5 p，１行21字，またはCentury，10.5 p，字数は和文に準ずる．シングルスペース，ダブルカラム，カラム間隔：6 mm，両端揃え）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
[bookmark: _GoBack]（1行あける）
実験方法（明朝体，10.5 p，ボールド）
○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
（1行あける）
結果と考察（明朝体，10.5 p，ボールド）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○．
（1行あける）
結言（明朝体，10.5 p，ボールド）
○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
（1行あける）
参考文献（明朝体，10.5 p，ボールド）
1) ……
2) ……
（1行あける）
謝辞（明朝体，10.5 p，ボールド）
　○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

注意事項
· アブストラクトは記載せず、直接本文から記載してください。
· 標題は和英併記，本文は原則和文，ただし，図表はキャプションも含め原則英文表記としてください．
· 上下，左右各マージン：25ｍｍ．
· ページ数：1ページ厳
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